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 多くのデザイン科への留学生がそうであるように、サレム カーラ レネも母国のアラビア語と日本
語の文字についてタイポグラフィ的デザイン比較を行った。しかし、彼女が着目したのはその文字その
ものの形体ではなく、アラビア語、日本語そう方にある沈黙ということである。沈黙を書き言葉に置き
換えれば空白という事になる。話言葉における沈黙と書き言葉における空白とは、一概に同一とは言え
ないがカーラは遊びという視点を持ちながら、強引に空白を沈黙と解釈していった。自ら漉いた和紙を
用い漆で日本語とアラビア語を書き、和紙に自然にできたムラ（模様）を生かし、文字そのものと空白
そのものをグラフィックデザイン的に表現していった。 
 論文では古代ギリシャ語で沈黙することを意味するaposiopaoから派生した修辞法の語である
aposiopesisが日本語では頓絶法と訳されることから、空間における頓絶法として数々の事例を紹介した。
オイゲン・ゴムリンガーの詩、ソシュール言語学、ウンベルト・エーコの記号論、アラビア語の研究、
日本語の研究など幅広く行った。俳句の形式、電報の形式など特殊な空間にある日本語の研究など、さ
まざまな角度から試行錯誤を行った。そしてたどり着いたのが、和紙だった。職人の間で「生紙」と言
われている和紙はまさに、生き物のようで光と関係しアラビア語と日本語の二度とできないコミュニケ
ーション触媒となった。この経験は日本留学という貴重な経験を無駄にせず、それも美術大学の研究生
に相応しいものとして高く評価できる。博士号を取得するのにふさわしいと判断した。 
